　　体験版

　　　Ｚカップ牝畜奴隷飼育日記

　　　――ホルン篇

　　戦争で村を焼け出された村娘ホルンは、Ｅカップの巨乳少女。

　　安全に森を抜けるため、そして生き別れになった姉と再会するため、

　　瘴気の森の＜夢見る塔＞に住まう双子の魔術師を訪ねるが、

　　邪悪なルナとルルナは彼女を捕らえ、
　　地下の拷問室に繋いでしまった。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
「ま、魔術師さま！　私はどこにでもいる詰まらない村娘です！　た、食べても美味しくありません！　ど、どうか命だけはお助けを――！」

「食べる？　きゃはは、面白い冗談！　まあ別の意味で『食べる』ってのは間違ってないけどねぇ」

　妹のルルナは皮肉っぽく笑った。

　銀髪の少女はほっそりした指で天井を指差した。あの怖ろしいペンデュラムが吊り下がっていた。錆びた尖った刃先に貫かれたぶよぶよの肉の塊のようなものが見える。ピンク色の塊はホルンの視線に気づき波打つように蠢いた。

「ひっ！？――あ、あれは一体‥‥！？」

「あれは、私の前の奴隷。薄暗くてよく見えないかも知れないけど、ちゃんと脳も目も口もあるわよ？　だから人間なの、一応ね。あのぶよぶよした肉の塊が全部、性感帯なのよ。苦痛と快楽しか感じない剥き出しの神経網がメロンみたいにびっしり覆っているのが見えるかしら？　数百年にも及ぶ肉体改造と調教の結果、あんな不細工な肉の塊になっちゃったけど、ここに来たときはあんたと同じくらい若くて綺麗な女の子だったのよ。クーデターで国を追い出されたお姫様が復讐のために永遠の命を求めてやって来たんだったかしら？　高貴な血筋を鼻にかける高飛車な小娘だったけど、子宮を抉り出して口に詰めて唇を糸で縫い込んでやったら目を白黒させてたっけ。キャハハハハ！」

「ひ、ひいい‥‥！」

　その哄笑を呪うかのように頭上の肉塊がぐねぐねと蠢いた。ピンク色の臓器の皺(しわ)の間にキラリと光る２つのガラス玉を見た気がした。

　ルナが言う。

「私達は、人間の牝を自分好みに改造するのが趣味なの。どちらが美しい芸術的な肉奴隷を作り出すか競っているのよ。１８６９号はルルナのものだったから、今回は私の番。うふふ、ムネの大きな牝は大好きよ。特に男の匂いがしない清らかな処女牝はね」

「運がいいね、ルナ」

「あ、あなた方は‥‥な、何を言っているのですか！？　に、人間をあ、あんな風に怖ろしく作り変えてしまうのが趣味なんて‥‥！」

　ルナは彼女を上から覗き込んだ。

「貴女、姉を見つけて欲しいとか言ってたわね？　森から無事に脱出したい、とも。ただで願いを叶えてもらおうなんて虫が良すぎるんじゃなくって？　貴女の願いを叶える代わりに――私の欲するものを支払ってもらうわ」

「そ、それは一体‥‥？」

「貴女の全て」

　ぶすりっ！　その言葉とともに、服に包まれた胸部に注射針が突き立つ。ベッドに横たわっていても山脈のように隆起する乳房にみるみる黄金色の液体が染み込んでいく。

「あっ、あがっ！？　わ、私の胸に‥‥な、何を！？」

　びりびりっと衣服が引き裂かれ、村娘は豊満な上半身を剥き出しにされた。手足は魔物皮のベルトで拘束されている。大きな乳房がたわむ。

「いやああ！」

　両手に余る真っ白な乳房が、ぶるんっと勢いよくこぼれた。ピンク色の乳首のデザートがその頂点にちょこんと乗っている。

　下半身のスカートとエプロンはそのままである。

　ルナは白く弾む乳房に見惚れるようにしげしげと見つめた。引き締まったウェスト、丸く曲線を描く臀部も含めて完璧なプロポーションだった。

「美しい‥‥これまで塔に訪れた牝の中で最高の一匹だわ。貴女のような奴隷を待っていたのよ。長生きもしてみるものね」

「いやあ‥‥見ないで下さい。恥ずかしい‥‥！」

　処女の白い肌が羞恥に赤く染まる。両手を縛られているので胸も顔も隠すことは出来ない。ホルンは弱々しく首を振って、抵抗の意志を示すのみだ。

　処女の恥じらいの仕草は、双子の残忍な嗜好に油を注ぐだけだった。ルナは口元に残忍な笑みを浮かべて、もう１本、注射器をその手に取った。

「この液体が何か分かるかしら？　これは人体を変化させる数種類の薬草の調合物に魔法を掛けたものよ。注射器１本で貴女のような村娘を数百人は買える高価な材料をふんだんに使っているの。これが貴女のオッパイをいやらしく淫らに作り変えるわ」

　ホルンは怯えて真っ青になった。

「わ、私はどうなってしまうんですか‥‥！？」

「注射した部位の脂肪粒が極大化して分裂を促進する。つまり女体を部分的に肥大させるお薬ってわけ。貴女の胸にそれを使ったらどうなるかしら？　乳房を構成する脂肪粒がぶくぶく肥ってどんどん分裂を繰り返すわ。体の他の部分はそのままに、オッパイだけを異常肥大できるのよ。薬品は魔法で強化されているからすぐに効果が出るわ――ほうら、そう言ってる間に、もう」

「えっ！？――あ、いや、熱い‥‥胸がっ‥‥胸が熱いぃ！！」

　雪のような白乳が真っ赤に染まる。どくん、どくん、と皮膚の下で動脈が激しく脈打つ。柔らかな乳肉が溶けそうなほど煮えたぎり、内側で灼熱のマグマが燃え盛っている。

　双子の口元にニヤニヤといやらしい笑みが浮かんでいる。

――未曾有の感覚に悲鳴を上げるホルンの目の前で、その乳房がぶくんっと肥大化した。乳の内側に生まれた新たな肉の層が旧い肉層を押し上げて内部からボリュームアップしたかのようだった。汗に濡れた乳肉はホルンの目の前で特大プリンのようにぷるぷると細かく揺れた。

「ひいいい！？」

　ただでさえコンプレックスだった大きな乳房は、２カップも肥大していた。

　邪悪な姉妹の手が、肥大した乳房に迫る。魔法の薬で強制肥大させられたバストは剥きたてのクリトリスのように熱く敏感になっていた。

　むにゅり！　左右から金色のルナが右を、銀色のルルナが左の乳房を、形が変わるほど強く揉んだ――と言うより、掴んだ。

「ぎヒッ？！　ひいいい！？　お、おっぱいがぁ！？――」

「ん～、おっきな胸♪　童顔と巨乳のセットはフォーマルだけど萌えるわねえ。Ｇカップかあ、魔法に免疫のない村娘の最初の肉体改造としては悪くない結果よね♪」

　ルナは悶えるホルンの乳房を揉みまくる。熱い汗でぐちょぐちょに濡れた乳肉は、ずぶずぶと沼のように少女の指先を呑み込む。性的な快楽を知らない清純な村娘は、かつてない感覚の洪水に頭を振って悶え、乳房を中心にじんじんと痺れるような快感にたまらず声を出した。

「くぅん！‥‥ふぅう、んんっ、ふああ‥‥‥‥！」

「この娘ったらもう感じてる。バストが急所なのね？　男の手を知らない無垢な身体に、レズの悦びを教えてあげるわ」

　双子の手のひらがいやらしく回転し、滑るように乳房を撫でた。なめらかな陶器のようにすべらかな白肌は撫でられるだけでぴくぴくと感じ、薬品で感度を強化された肥大Ｇカップは女の快楽を貪欲に吸収し始めた。ホルンは羞恥と恐怖で頬を赤く染めながら精一杯の抵抗をしたが、黒皮のベルトは頑強に獲物の四肢を捕らえて離さない。

「はあっ、はあっ、はあっ‥‥！！」

　処女の息が荒く上がっていく。呼吸は上擦り、真っ白な肌は興奮の赤に染まる。全身に汗がじわりと滲み、滑らかな曲線を伝って身体をすべり、固いベッドに染み込んでいく。村での平和な日々を打ち壊されてから、その身に起こったことに気持ちの収拾をつける間もなく、肉体を改造されて性奴隷として調教されているホルンは混乱の極みにあったが、世界の常識がひっくり返ったような地獄の底で叩き込まれる柔らかなレズの愛撫に淫らな女の声を上げてしまった。

「はぁん！！　き、気持ち‥‥うぅ、良い！‥‥はああ、怖いぃ。オッパイをこんな風にされて気持ち良くなるなんて‥‥ダメなのにぃ、うああっ‥‥！！」

「うふ、可愛い。胸だけでこんなに感じる女の子は滅多にいないわ。ホルンのオッパイは性感帯の塊ね。胸だけでイけるじゃない？　そぉら」

　もみもみもみっ！！　ルナの愛撫が激しくなる。まだ乳首には触らない。白い陶器の肉に指を食い込ませる激しい乳マッサージ。ルルナは乳首を苛めたくてウズウズしていたが、姉に従って乳房だけを責め続けた。

　永劫の時を生きてきた双子の完成されたレズタッチが処女の敏感乳房を襲う。手のひらで回し、指先で挟み、揉みこみ、爪先で擦る。薬品で肥大化したＧカップは溶けるような快楽に滝のような汗を流し、乳の谷間や下乳に恥ずかしいフェロモンの水溜りを作った。疼くその快楽はやがて頂点に達し、爆発的な焦燥感がどっとホルンを襲った。処女は黒曜石を切り出した石造りのベッドの上でうなぎのように身悶えた。

「ああっ‥‥はああーッ！！？　だ、だめ！！――やめて下さい！！　な、何かが体の奥からキちゃう！？　もうこれ以上は堪忍して下さいぃ！！」

「イクのね？　イクのね？　うふふ、処女の初オルガだわ。男を知らない無垢な村娘の初オルガをたっぷり堪能してあげる。私達の目の前ではしたなくイキなさい、ホルン！」

「お赤飯を炊かなきゃね、ルナ。乳首に触れてないのにオッパイだけでイクなんて変態マゾ奴隷の素質あるわ。しかも処女なんてサイッコー！　きゃはは！」

　興奮した双子の手がＧカップを容赦なく追い詰める。したたる汗を谷間からすくい取って乳房に塗りこめる。ぬるぬるの魚類の臓物のように熱く発情したホルンのバストは硬く乳首を尖らせて、びくびくっと震えて限界の兆候を示した。

　乳のつけ根から肉を集めて持ち上げて引っ張られる。ぬるんっと汗で滑ってプリンのようにぷるぷると上下左右にたわむ。信じられないほどの感度のホルンの乳房は揺らされるだけでひどく感じ、餅のようにこね回され引き伸ばされ、ぷるぷると弄ばれると、もう我慢できなかった。少女は大きな声を上げた。ベルトの鎖をぎゅうっと掴み、両足を踏ん張って本能的な絶頂の姿勢を形作る。

　体の奥底からずずずっと物凄い塊が噴き上がってくる。女の悦楽の塊。

「はああっ！！――はああっ！！――はああっ！！　だっ、だめっ！！‥‥キちゃう！！　体の奥底からスゴイのがぐーんってキちゃううッ！！」

　もみもみもみもみもみッッ！！――ぎゅうううううう！！

　双子の両手が、とどめのＧカップ搾り上げ。瞬間、ホルンの体の奥で何かが弾けた。処女にとっては強烈すぎる初オルガが全身を貫いた。

「いやあああああああああああ‥‥‥‥！！！」

　びくんっ、びっくん！！　最後の羞恥の砦が陥落した。半分白目を剥いたホルンは、黒い石のベッドの上で弓なりに仰け反った。汗でぬめった女体が電気的に踊っている。

　足のつま先が限界まで伸びて、太ももがびくんびくんっと波打つように震えた。

　絶頂の震源地となった白い乳房は発情した牝猿の尻のように赤く染まり、光る汗の玉を周囲にぶちまけて壮絶にイった。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　　体験版でした。

　　えー、何かまあ、こんな感じの変態小説です(笑）

　　背の低い少女が巨乳娘をイジメ倒します。

　　本番ナシの人体改造・巨乳責めオンリーものなので、

　　それ属性が強いマニアの方なら、たぶん楽しめます。

　　あとレズです。モンスターに乳首レイプされます。スカあります。
　　搾乳です。吊られます。どんだけマニアや(笑)

　　でも、そういうニッチな趣味のステキなお兄様方に一言。
　「この続きは製品版で！！」
